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Ⅰ．はじめに
2015 年 1 月上旬，次期学習指導要領の改訂に向けて，文部科学大臣から中央教育審議会に対し，
「わが国の子どもたちは，判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることについて課題が
指摘されていることや，自己肯定感や学習意欲，社会参画の意識などが国際的に見て低いことなど，
子どもの自信を育み，能力を引き出すことは必ずしも十分にできていない」との趣旨の新聞記事＊ 1
を読んだ。さらに，文部科学省 HP ＊ 2 では，「知識の伝達だけに偏らず，学ぶことと社会とのつな
がりをより意識した教育を行い，子どもたちがそうした教育のプロセスを通じて，基礎的な知識・
技能を習得するとともに，実社会や実生活の中でそれらを活用しながら自ら課題を発見し，その解
決に向けて主体的・協働的に探究し，学びの成果などを表現し，さらに実践に生かしていく視点が
重要である。その象徴的な例示がアクティブラーニングであり，アクティブラーニングを課題の発
見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習を未来型授業として導入を考えている…」と掲載され
ていた。本学においても本年度より『比治山型アクティブ・ラーニング』として，「4 × 3 の比治山力」
の学修 1）を各授業の中で取り入れている。文部科学省は 2018 年度以降，小学校から一部先行実施
される次期学習指導要領の中にアクティブラーニングの充実を盛り込むことを考え，「次世代型教
育推進センター」が新設され，各市区町村教育委員会で現場教員へ向けての研修プログラムを作成
するとの報道があった。家庭科は，小・中・高等学校を通じて共通の目標は「実践的・体験的な学
習を行う教科」であり，実習をはじめとする能動的な学習スタイルの学びを展開する教科である。
本研究では，未来型授業として導入されたアクティブラーニングと実習をはじめとする能動的な
学習とはどう違うのか。また，学生が大学での授業形態についてどう捉えているのかを調査し，中
学校の家庭科の現場に携わった者として家庭科における能動的学習の展開について検討したい。
Ⅱ．方法
1．調査方法
調査は，2015 年 7 月に本学総合生活デザイン学科（生活創造コース）2 年次生 74 名を対象とし，
無記名自記式質問紙法による調査を行い，調査の趣旨を説明し同意の得られた 72 名の回答を得た。
（有効回収率 97.3％）
2．調査内容
調査内容は，学生が好む授業形態，学生が苦手な授業形態，講義を好むと答えた学生の理由，実
習や実技を好むと答えた学生の理由，演習を苦手と答えた学生の理由，アクティブラーニングの学
中学校家庭科における能動的な学習の展開
Development of the Active Learning in the 
Junior High School Home Economics
森　田　清　美
Kiyomi MORITA
キーワード：家庭科・問題解決学習・アクティブラーニング・振り返り学習
168
びにどう影響を受けたと思うか，中学校家庭科で有意義であった授業形態，8 項目について質問を
した。また，中学校家庭科で有意義であったとした授業形態の選択した理由について，自由記述と
した。（以下，アクティブラーニングを AL と表記する。）
Ⅲ . 結果
1．学生が好む授業形態
図 1 に学生が好む授業形態を示す。（回答は 1 つのみと指定）講義とした者 42％，続いて実習
38％，実技 15％，演習 6％の順であった。なお，調査対象の学生には実験の授業形態はなかった。
図 1　学生が好む授業形態（％）
2．学生が苦手な授業形態
図 2 に学生が苦手な授業形態を示す。（回答は 1 つのみと指定）演習 39％，続いて講義 25％，
実習 19％，実技 17％であった。
図 2　学生が苦手な授業形態（％）
3．講義を好むと答えた学生の理由
図 3 に講義を好むと答えた学生の理由を示す。（複数回答として 3 つの項目より選択させた。）「聞
いていれば良いので」97％，続いて「寝ることができる」63%，「動かなくてもよい」27％の順であった。
図 3　講義を好むと答えた学生の理由（％）
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4．実習や実技を好むと答えた学生の理由
図 4 に実習や実技が好きな学生の理由を示す。（複数回答とし，理由を 4 つの項目より選択させ
た。）「グループ活動ができる」66％，「実際にやるのが好きだ」58％，「作品ができる」55％，「動
くことができる」47％であった。
図 4　実習や実技を好むと答えた学生の理由（％）
5．演習を苦手と答えた学生の理由
図 5 に演習が苦手と答えた学生の理由を示す。（複数回答とし，理由を 3 つの項目より選択さ
せた。）「自分で考えて発表する場面が多い」71％と多く，「課題をやっていかないといけない」
29％，「授業の目的がわからない」21％であった。
図 5　演習を苦手と答えた学生の理由（％）
6．AL の学びはどう影響を受けたと思うか
図 6 に学生が大学での AL の学びはどう影響を受けたと思うかを示す。（回答は 1 つを選択させ
た。）「授業に対して積極的になった」50％，続いて「人前で発言することができるようなった」
29％，「相互理解につながった」11％，「苦手な学びのため，影響がない」10％であった。AL の
授業でポジティブな影響を受けたと答えた者は 90％であった。
図 6　ALの学びにどう影響を受けたと思うか（％）
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7．AL の学びを説明できるか
図 7 に学生に AL の学びを説明できるかの回答を示す。（回答は 1 つを選択させた。）AL の学び
を説明できる 18％，説明できない 54％であった。
図 7　ALの学びを説明できるか（％）
8．中学校家庭科で有意義であった授業形態とその理由
図 8 に中学校家庭科で有意義であった授業形態を示した。（回答の選択は 1 つとした。）中学校家
庭科での授業を想起し，有意義であったする授業形態をみると，校外実習 44％，実習 32％，続い
て調べ学習 13％，ディベート学習 7％であった。
図 8　中学校家庭科で有意義であった授業形態（％）
表 1 に中学校家庭科で有意義であったと回答した授業形態を選択した理由を示す。
表 1　有意義であったと回答した理由
①調べ学習 ・探究心が発揮できる
・先生に提出したレポートを褒めてもらったから
・親や家族が協力してくれた
②実習 ・調理実習は試食できる
・作品を作る時の達成感が持てる
・じっとしてなくて良い，動くことができる
・自分が仕切る（リーダー）となれる
・仲の良い人と一緒にできる
③ディベート学習 ・いろいろな考え方が出てきるので面白かった
・勝ち負けがあるのでやる気がでた
・普段見られない友だちの姿が見られてよかった
④校外実習 ・学校以外の場所に行けたがよかった
・工場見学に行くといろいろな物がもらうことができたから
・学校での授業が無いから
・いろいろな人に出会えるから
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Ⅳ．考察
本学では，『比治山型アクティブ・ラーニング』として，「4 × 3 の比治山力」1）の学修を 15 回の
授業のうち 3 回以上にこの手法を用いる取り組みをしている。学生の意識を調査したところ，講義
を好む者 42％，その理由として，従来の知識伝達型授業つまり“受け身”で消極的な学びを好ん
でいた。実技や実習を好む者 53％，その理由としてグループ活動や実際にできるという能動的・
主体的参加をあげている。4 月からスタートした『比治山型アクティブ・ラーニング』の学びを通
して，学生の 2 人に 1 人は，「授業に対して積極的になった」を理由にあげ，また「人前で発言す
ることができるようなった」29％，「相互理解につながった」11％と効果を認知している。「学生
に興味・関心を持って積極的参加や，より深い理解をさせること」の取り組みは一定の成果を得て
いる。しかしながら，2 人に 1 人は学生が AL について説明ができないと答え，AL に関しての学
生の認知の高くないことが推測された。今後，学修成果を可視化させることで学生の学修の意欲や
関心の向上，指導する教員にとり授業改善へと結びつくのではないかと思われる。そして，学修の
PDCA がサイクルとして機能を果たすことが今後期待される。
問題解決学習はアメリカの教育学者デューイの学習理論である。デューイは社会科の授業で初め
て問題解決学習を試みた 2）。教師が予め準備した授業案に従って学習するのではなく，与えられた
テーマについて，個々の生徒が疑問に思っていることについて仮説を立て悪戦苦闘を繰り返し，試
行錯誤のプロセスの中に学習の目的があるとするものである。筆者も中学校家庭科の被服領域にお
いてエプロン製作の取り組みをした際，『振り返り学習』として問題解決学習を試みた。三堀 3）の
問題解決の展開モデルに従い，次に【授業展開モデル】にその取り組みを示す。
【授業展開モデル】
【問題】一枚の布からエプロンを製作した達成感（喜び）をどうしたら表現できるか？
三堀の展開モデル エプロン製作の取り組みの『振り返り学習』
問 題 の 認 識 ・製作ノートの感想をクラス全員で読み，クラスのみんなの感想を受け止め，達成感（喜び）
を共有化する。
情報の収集・分析 ・問題について，班ごとに案を考える。
・班で一つの案にし，班発表の準備をする。
方 策 の 決 定 ・班ごとの発表で，問題を解決することを一番良いものを選出する。
  決定：『エプロン製作の過程を劇で表現する』
実行（評価も含む） ・寸劇のための台本作成，小道具準備，配役決定，寸劇の練習，寸劇発表会の招待状作成，
  寸劇の上演，上演後の感想文記入（生徒・保護者・先生方），冊子作成
小学校の基礎的な衣服の学習後，本格的な被服製作を取り組む中学 1 年生の家庭科は，型紙を作
りミシンの取り扱いに苦労しながら，さまざまな縫製の仕方を知り，一枚の布地から一着のエプロ
ンを作りあげるという学習プロセスによって，とても大きな達成感や自信につながっている。実習
後の生徒の感想を読み，この達成感や自信を表現することを『振り返り学習』に取り組むことを生
徒に提案した。そして，技術・家庭科や学級活動の時間を利用し，生徒が楽しみながら実習に取り
組む家庭科は指導する教員にとっても楽しい学習である。家庭科は，実践的・体験的な学習を行う
教科 4）であり，デューイが言う試行錯誤のプロセスの中に学習の目的がある教科と言っても過言で
はない。【授業展開モデル】で示した『振り返り学習』を通して型紙名や道具名や製作手順や縫う
ための技法を確実に生徒に定着することが可能となっている。また，実習後にこのような作ること
の楽しさを表現するという学習の展開により友達や他者理解に繋がり，その後の技術・家庭科の授
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業に対して生徒は主体的な学びをすることができた。学生の 76％が，中学校家庭科は有意義であっ
たと回答していた。授業形態は，校外学習や実習をあげていることに重ね合わて考えると，受動的
学習より能動的学習の方を好み積極的に学習をしていることが伺われた。
溝上 5）はポストモダン教育における重要な取り組みとして AL を「学生が自らの思考を促す能動
的な学習」とゆるやかな広義をしている。また，池田 6）は AL が登場した背景には古典的学習は受
動的学習より学習者が楽しみ，持続的な学習が可能となり，且つ，教員自身が学生と共に「学ぶこ
との楽しみ」を共有できる授業形態の方法を模索し，授業のレパートリーに多様性を創造しようと
する試みであると考えられる。AL は，教育のマスポロ（＝大量規格）化によって，十分に機能し
ないという反省に立っているとしている。
高度成長期における教育のマスポロ（＝大量規格）化は，OECD（経済協力開発機構）の PISA
学力調査＊ 3 の結果において，日本の成績は下降傾向を見せている。PISA 学力調査は，科学的リテ
ラシー・読解力・数学的リテラシーよりなり，学校のカルキュラムをどの程度習得しているかを評
価するもではない。PISA 的学力は，文部科学省の「新しい学力」「生きる力」的な学力に近く，もっ
と具体的に「実生活の様々な場面で直面する課題にどの程度活用できるか」を評価するものである。
学習指導要領実施に従って，「生きる力」を育むには，各学校では一人一人の児童生徒に「確かな
学力」を身に付けさせることが求められている。「確かな学力」とは「自分で課題を見つけ，自ら
学び，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力や態度を身につけること」で
ある。AL の学びも問題解決能力を向上させる指導を通して「生きる力」「確かな学力」を図ること
であり，AL の学びも問題解決学習も到達目標の着地点は同じである。この取り組みは，いずれも
学生の「聞く・聞く・聞く・帰る」の受け身の学修から「聞く・考える・対話する・気づく」とい
う能動的な学習と広がり「生きる力」の基盤となる。今後も能動的な学習を様々な学習スタイルで
取り入れた授業を模索していきたい。
Ⅴ．おわりに
問題解決学習・AL は，学習主体の能動的な学習法であり，学習主体（児童・生徒・学生）と教
員が意思疎通を図りつつ，互いに刺激を与えながら知的に成長する学習の場をつくり，問題を発見
しその課題解決方法を見いだしていく学習への転換が必要となっている。特に大学における従来の
講義方法から脱却するために「よい教育理念」であることは確かである。AL の学習方法は「生涯
にわたって学び続ける力，主体的に考える力」となり，生きる力として有効である。高度教養教育
のデザインに AL の手法を取り入れることは，必須である。その前段階として，実践的・体験的な
学習を求められる教科の中学校家庭科において，授業時間数が削減されるなかバーチャルではなく，
校外で実物で問題を解決する学習は現行では難しい。従って，大学での高度教養教育の中での AL
の学びを通し，主体的に考える力や生涯学び続ける姿勢を持つことは実社会で社会人として歩む基
礎となるものと考えられる。
終わりにあたり，アンケートにご協力くださいました皆様に深謝申しあげます。
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